









附上田家代々の略記』 （以下、 『上田宜珍伝』と略す） よっ 、詳しく紹介されている
（3）。二編二章「宜珍翁の学問」に、宜珍と関わりの





















の関係について、国学や和歌を中心につぎの二点を分析する。まず１では、日記 記される本居宣長の書籍の貸借をとりあげ、天草詰島原藩役人、国学者長瀬真幸の指導、 「古事記伝」の貸借に関与した地役人青木剛八 神職・学者渋江治部之助を事例に実態をみていく。２では、宜珍が入門した本居大平との和歌の交流、同門の信濃人三枝良古の旅と和歌、和歌に詠まれた行政実態（漂着唐船曳航と海老宇土争論の内済）から、宜珍の和歌への取り組みと行政との関連 考えたい。１上田宜珍 書籍の貸借１―１本居宣長書籍 貸借島原藩役人大竹仁右衛門への貸与  日記に登場する本居宣長の書籍の貸借をまとめたものが表１ あ
る。書籍別に分けて一四件であるが、同じ記事に登場するものをまとめると一〇件、さらに３・４、９・
10は、いずれも借用・返却の一括
なので八件となる。このうち宜珍が返却したものが１の一件、それ以外はすべて宜珍蔵書を貸し出している （８ 「到来」 も返却とみなした） 。　
記事のなかで一番回数が多いのは、島原藩士大竹仁右衛門であり、
宣長の「真暦考」 「玉鉾百首」 「玉あられ」 、大平の「玉鉾百首解」を借用・返却している
（8）。大竹は日記によると享和二年（一八〇二）四
月宗門改の廻村で高浜村を訪れ、文化元年二月までの約二年間天草詰であったと思われる。これらの書籍は、 享和三年七月の「玉鉾百首解」のように宜珍が冨岡へ出勤した際に渡したことが判明するも 以外は、飛脚等で送付されてい と考え れる。　
大竹は宣長の書籍以外にも、数多く宜珍から借用している。享和二
年八月「四郎記一部、但四冊物」は島原・天草の乱 天草四郎に関するもの、享和三年二月七日「和名類聚集一鈔部」は辞書 四月五日は大竹から「天草高松名物角力付一枚」という名物角力 番付が到来した。また一一月二五日、唐船御用のため崎津 に来ていた大竹のところへ、宜珍は御用のため訪問し、大江村江月院から受け取っ 邪避論一冊」を進上している。　
文化元年（一八〇四）二月二八日大竹は島原へ帰国とあり、 「万葉集」






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































益三重韻二冊、詩法掌韻大成一」が大竹から会所詰筆者へ預けられている。宜珍と大竹との書籍を通じた交流は、 「六諭衍義」 の庶民教化等、支配・行政に関わるものも存在する 、宣長の書籍を中心とした国学、和歌等文芸中心の同好の士 しての交流であったことがわかる。藩役人への書籍を通じた交流　
この傾向は大竹以外の藩士でも同様で、島原藩天草詰役人の三原正
























被遣候、又々詠草見せ被申候様被仰遣可被下候、私撰述之万葉佳調之風体被学候様被仰遣可 下 、てにをはの事不案内に相見申候、てにをは紐鏡詞の玉の緒玉あられなと申候本居翁之著述有之候、求候而相考稽古有之度、必後世の訓に つみ不被申様有之度候、不審之儀者無遠慮書中に而尋遣候様被仰遣可被下 （後略）
　
長瀬は、まず上田源作（宜珍）からの土産の礼を述べ、宜珍の詠草
はかなり興味深いが、独学なので詞遣いが未熟であり、今後精進すればよい作者になると感想を記す。今後も詠草を見せてほしいが、長瀬の選ぶ万葉調の和歌を学ぶよう指示している。最後に、 にをは 問題な で、宣長の「てに は紐鏡」 「詞玉緒」 「玉あられ」を入手して稽古するように指導している。この書状を紹介する角田政治は 年未詳とするが、上田日記によると、文化二年一一月晦日、宇内 宜珍宅に立ち寄った際に、 「熊本通リ町裏田端、長瀬七郎平殿御方へ、愚詠七十二首添削ニ、渋江氏相頼遣ス」とあ 。長瀬の 事は、この文化二年がはじめてであり、住所を記していることから、先の書状もはじめてのもので翌三年に記されたと思われる。　
長瀬が示した宣長の書籍、 「てにをは紐鏡」は明和八年（一七七一）





１―２「古事記伝」の貸借牛深地役人青木剛八の「古事記伝」　「古事記伝」に関する最初の記事は、 享和二年の「古事記伝」五冊を、郡内広瀬村庄屋と考えられる堀田氏へ返却したものである。 「古事記伝」は全四十四巻、附巻一、宣長は明和元年『古事記』の注釈を開始、寛政一〇年原稿が完成 寛政二年巻五まで、同九年に巻一七まで刊行、以降は文政五 （一八二二）に弟子たちが刊行した
（17）。刊行時期から
考えると、 堀田氏返却の「古事記伝」は寛政二年刊最初の五冊であり、この時は宜珍蔵書ではなかった。　「古事記伝」に関するつぎの記事は、表１の７、文化一三年九月二七日「一古事記伝四冊一二壱封、剛 ゟ皿山ヘ貸有之候分今日おのふヘ相渡ス」である。この剛八は、 地役人 遠見番 （恵一郎、駿左衛門、徳輔） 、宜珍の弟礼右衛門の長男にあたり甥である
（18）。文化





























































心にて詠歌等御見せ甚致感賞候」と 宜珍の和歌を賞賛している。また詠草だけではなく清書の歌集も見せてほしい、自分の和歌も紹介するとあり、弟子に対して積極的に指導を行っている。  文政七年三月二三日の大平書状では、 「阿麻久佐志麻可我見（天草
嶋鏡） 」の序文（文政六年八月）の礼として、宜珍が「序文為御礼三百疋、鱲砂糖漬壱箱珍物之品」を贈っていた
（28）。この序については、
大平撰『八十浦之玉集』に選ばれた和歌にも まれ いる。 『八十浦之玉集』は、賀茂真淵及び門人、本居大平及び門人の詠歌等、復古派の和歌を編集し 文政五年大平の序等があり、同十二年 刊行している
（29）。 『八十浦之玉集』で宜珍は「おのか書しるしたる天草風土考の序









の本居清島（一七八九～一八二一）とも存在していた。 「去 御入門にて」とあることから、入門の翌文政三年一一月一九日の宜珍宛書状には、 「老父へ御詠草御見せの節ちよと拝見いたし申候所、いろゝゝ御おもしろきこ どもにて 座候、 年来御学びこみのおもふき相見え」とある
（32）。清島は、宜珍の詠草を父と一緒に見て感心している。尚々




















伊九度山、大坂の陣に従い、その後高浜に移り庄屋になったことを記す。そして宜珍が子孫 ために碑を建てるので、家の言い伝えをまめて誌したとある。先祖 出身地の同門ならではの依頼 いえる。宜珍がまとめた和歌集「島乃藻屑」 は、 「信濃国人三枝良古ぬし初めてとひ給ひし時」と題して、 「とほつ親のすみし信濃の 人と、きけはゆかしくおもほゆるかも」と詠んでおり、信濃国人にゆかしさ、懐かしさを覚えている
（35）。続けて「しはらくととまり給ひて、大皇国の




















対策の一環であった。三枝の贈った「玉鉾百首」は、本居宣長が天明六年（一七八六）に記した 神国とし の日本の成立を和歌で表わしたものである。塚本は絵図の詞書にも 「夫高濱者雖海嶋之濱非港津也、而其濱也者左右絶壁中間白洲如蛇横而抱河口、林松如鱗茂而防風波、雖逆浪河内必安可以容中小舩数十艘、其便尤大也 」と記す。高浜は港ではないが、中小の船がたくさ 停泊するにはよいと述べる
（40）。そ




















































この和歌は月日が違い、遭難の件も記録にないことから、別件の唐船曳航とも考えられる。ただ唐船曳航の「ため のはしめ」と意気込んでいるこ から、転機となった記念すべき文化七年一二月の件 別件を組み合わせ創作し 祝い歌とな たので ないだろうか。②海老宇土一件　
つぎは宜珍が文化一三年四～五月に対応した海老宇土一件に関する
詞書と和歌である。　　　



































ある。海老宇土の見分中に、長崎から出役した福冨より内々に写させてもらったと理解できる。本書の最初には、 「質地取捌一件」とあり、寛保元年（一七四一）に「神尾若狭守好依而船橋安大夫仕立之、本多伊予守殿江認上」 げたものである。神尾若狭守 勘定奉行の神尾春央、本多 は若 寄の本多忠統であり、いずれも享保改革を推進した幕閣であった。関東の地名が く、実際に起こった質地に関する 政処理について記している。末尾には、宜珍が写した後に記したと思われる「質入候者小作致候ヲ直小作ト云」等用語を中心 要点をまとめている。  つぎの「訴類聞書」
（47）は、 「関八州御料私領ゟ訴出候出入之事」から「厳











屋日記に記される本居宣長の書籍の貸借を対象とした。領主層である天草詰島原藩役人大竹仁右衛門とは、宣長の書籍を中心とした国学和歌等学問中心の同好の士としての交流があった。他の藩士も同様に学問・文芸によるつながりがあり、行政のみならず複数の経路を持つことで、情報の精度や庄屋として 地位を高め いたといえる。宜珍が宣長から直接学んだ記録は いが、渋江宇内を通じて宣長の門人長瀬真幸から和歌の指導を受けた。長瀬は 宜珍のてにをは 問題にして、宣長書籍で学ぶよう指示している。　
また「古事記伝」に絞ってみていくと、宜珍の親類で地役人青木剛
八が病気療養中に「古事記伝」を学んでいた。それは高浜焼の陶工等へ貸し出されていた形跡もあり 宜珍周辺にも「古事記伝」を読む・読める人びとが存在し 。肥後菊池 神職・学者渋江治部之助は、宜珍と親密に交流していた親宇内に続いて 宜珍 和歌 蔵書に関心を持ち、 「古事記伝」や珍書の閲覧を望ん いた。宜珍の蔵書 同学・同好の士に公開されていた。治部之助の兄安宅も学者であり、宜珍に書籍情報をもたらしている。渋江親子との交流は、家職の配札授受の他、 の貸借、情報提供等も含めて幅広いも で った。　
2では、まず宜珍が庄屋退任後の文政二年に入門した、本居大平と
の和歌の交流をみた。宜珍は入門直後、和歌・人物が評価され、天草における入門希望者の取次的な役割を与えられた。宜珍と大平は師弟関係 あったが、それ以上に七十賀等相互に和歌を贈りあう同世代の意識もあったと思われる。また同時期に出会った大平門の三枝良古の和歌・旅への関心も高く 全国を旅した見聞や各地の同門の士の情報を得ようとしていた。そして宜珍の先祖と同じ信濃出身 三枝には、「天草風土考」の序、上田家初代助右衛門正信の墓碑銘、高浜八幡神社碑文を依頼している。若い三枝の和歌や国学の能力を高く評価するとともに、同郷の縁を強調して る。　
つぎに和歌に詠まれた行政（漂着唐船曳航と海老宇土争論の内済）



























  東昇「近世村落行政における地域情報と庄屋日記―肥後国天草郡高浜村上田家を事例に―」松原弘宣・水本邦彦編『日本史における情報伝達』創風社出版、二〇一二年、一八八～二二三頁、同「近世後期庄屋日記にみる地域情報の収集・伝達―肥後国天草郡上田家と船頭情報―」 『京都府立大学学術報告』人文六五、 〇一三年、一〇五～一二四頁。
⑵




附上田家代々の略記』 （ 『上田宜珍伝』 と略す）
一九四〇年、五六～九〇、一 九～一五 、附録六一～一〇八頁。
⑷
  上妻博之「長瀬真幸伝」 『日本談義』一二五～一三二、 一九六一年、同「本居宣長先生と門人」 『日本談義』五・ 二 二四、一九五一～一九五二年、いずれも上妻博之著、川平敏文編『肥後の和学者』熊本文化研究叢書六、熊本県立大学文学部日本語日本文学研究室二〇〇九年を参照した。
⑸
  井上淳「近世後期における書籍流通―大坂本屋と伊予―」 （地方史研究協議会編『歴史に見る四国』雄山閣、二〇〇八年 八五～一一〇頁） 。
⑹







  米谷隆史作成「上田家蔵古典籍仮目録」二〇 年によると、二〇三「真暦考」 、六〇五「玉鉾百首」 、三三「玉あられ」が現存。
⑼































  伊東多三郎「足代弘訓」 『国史大辞典』 。
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  『上田宜珍伝』 「島乃藻屑」 、七九～八一頁。
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  前掲東昇 「地域情報の集成と知識の伝播―書籍 よる人のつながり」
京都府立大学学術報告「人文」第六十七号
一三二
